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武蔵野市公衆無線ＬＡＮ設置運用基本方針 

 

○ 公衆無線ＬＡＮ設置の目的 

市の公共施設及び関連施設（以下、「施設」という。）の利用者のインターネット利用環

境を向上させ、災害時においても情報の受発信が可能となるよう、公衆無線ＬＡＮ（Wi-

Fi）を設置する。 

 

○ 対象者 

この方針は、施設における公衆無線ＬＡＮの利用者・管理者を対象とする。 

ただし、施設の業務・事務利用のための無線ＬＡＮ設置・運用については、別途所管部

署と情報管理課で協議を行う。 

 

○ 公衆無線ＬＡＮの設置 

各施設の長又は所管部署は、利用ニーズや災害時利用等の面から必要性を検討し、公衆

無線ＬＡＮを設置する。 

 

○ 運用管理 

公衆無線ＬＡＮを設置する施設は運用管理担当者を設置し、その施設及び所管部署にて

運用管理責任者を設置する。 

 

○ 事業者への委託 

公衆無線ＬＡＮの設置及び運用管理の実務は、セキュリティ対策などの定期的な保守作

業や効率的なサービス提供などの専門性の観点から、公衆無線ＬＡＮサービスを提供して

いる民間通信事業者に委託して実施することを基本とする。 

 

○ セキュリティ 

公衆無線ＬＡＮの設置及び運用管理は、個人情報保護を最優先とし、盗聴等を防止する

ため通信暗号化等の設定を実施する。また利用者に対しては、個人情報やパスワードの慎

重な取扱いについて周知する。 

ただし、万が一の際の追跡性を確保するため、アクセスログの保存等の対策を実施す

る。 

 

○ 利用規約 

運用管理責任者は公衆無線ＬＡＮの利用規約について別途定め、利用者へ案内し、順守

を求める。 
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○ 公衆無線ＬＡＮサービス名称（SSID） 

公衆無線ＬＡＮサービスの名称（SSID）については、利用者が理解しやすいように、

「（施設名等）-Musashino City Wi-Fi」を基本として設定する。 

 

○ 費用負担 

市が設置する公衆無線ＬＡＮの利用は、基本的に無料とする。 

ただし、公衆無線ＬＡＮを利用するための端末は基本的に利用者が用意し、公衆無線Ｌ

ＡＮを通じて利用する有料サービス等で発生した費用については、当該利用者の負担とす

る。 

 

○ 緊急対応 

運用管理責任者は、公衆無線ＬＡＮの不正利用や重大な脆弱性等を把握した際は、速や

かに関係機関と協議を行い、対応を行う。 

 

○ 方針の改定 

この方針は、今後の国等の方針や技術の進展、セキュリティの動向などを踏まえ、適宜

見直しを行う。このことに伴う変更について運用管理責任者は、速やかな対応に努めるも

のとする。 

 


